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(57)【要約】
　本発明は、少なくともベースプレート（１００）及び
ベースプレートに枢着できるフラップ（２００）を含む
矯正ブラケット用のキットに関する。直接的に又は間接
的に案内されたワイヤボウ（４００）をフラップに対し
て取り付けることができる。新たな種類の治療を行うた
め、本発明によるキットは、大きさ及び形状が異なるベ
ースプレート及びフラップを含み、ここから選択される
。ベースプレート及びフラップは、曲げ及び打ち抜きに
よってシート金属から製造される。二つの部品は、互い
に対して枢動することによって、シャフトなしで互いに
連結できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのベースプレート（１００、５００）と、該ベースプレート（１００、
５００）に枢着できるフラップ（２００、４００、６００）とを含む歯列矯正ブラケット
用キットであって、前記ブラケット内に直接的に又は間接的に案内されるワイヤアーチ（
３００－３０３）を固定できる、歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記キットは、
ベースプレート（１００、１２０）及びフラップ（２００、４００、６００）の選択を含
み、前記ベースプレート及び前記フラップは、大きさ及び形状が異なり、曲げ工程及び打
ち抜き工程によってシート金属から製造され、互いに関して枢動することにより、枢軸な
しで互いに交換可能に連結でき、更に、歯列矯正補助具、特にワイヤアーチ（３０１－３
０３）又はアライナーを案内及び／又は保持するため、少なくとも一つの交換可能な挿入
部品（２５０、２６０、７５０、７６０）を前記ベースプレート上に挿入できる、ことを
特徴とする歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項２】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記ベースプレート（１００、５００）は、各
場合において、角度をなした態様で設計されており、前記ベースプレート（１００、５０
０）の第１縁部（１０２）は、１８０°より大きく及び３６０°より小さい角度で丸めて
ヒンジベアリング（１０５、５０５）にした領域（１０４、５０４）を形成し、前記フラ
ップ（２００、４００、６００）の丸め領域（２０４）をこの領域（１０４、１０５）に
導入でき、両部品（１００、５００；２００、４００、５００）を互いに対して枢動する
ことによって組み立ててヒンジにすることができる、ことを特徴とする請求項１に記載の
歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項３】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記第１縁部（１０２、５０２）とは反対側の
第２縁部（１０３、５０３）は１８０°で丸めてあり、この丸め領域（１０６、５０６）
は、前記挿入部品（２５０、２６０、７５０、７６０）の補助により、前記ワイヤアーチ
（３００－３０３）を間接的に案内するように機能する、ことを特徴とする請求項２に記
載の歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項４】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記フラップ（２００、４００、６００）及び
前記ベースプレート（１００、５００）の前記第２縁部（１０３、５０３）は、前記フラ
ップ（２００、４００、６００）の閉鎖時に互いに係合する積極嵌着手段を含む、ことを
特徴とする請求項３に記載の歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項５】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記ワイヤアーチ（３００）は円形断面を有し
、前記第２縁部（１０３、５０３）の前記丸め第２領域（１０６、５０６）に直接的な態
様で挿入可能に保持される、ことを特徴とする請求項３に記載の歯列矯正ブラケット用キ
ット。
【請求項６】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記丸め第１縁部（１０２、５０２）は、中央
枢動凹所（１０４、５０４）を含み、前記丸め領域（２０４、４０４、６０４）に連結す
る前記フラップ（２００、４００、６００）は、前記枢動凹所に嵌入するネック（２０２
、４０２、６０２）としての狭幅部分を含む、ことを特徴とする請求項２に記載の歯列矯
正ブラケット用キット。
【請求項７】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記フラップ（２００、４００、６００）は、
前記丸め領域（２０４、４０４、６０４）から、押圧タブ（２０３、４０３、６０３）内
に延びるルーフ領域（２０１、４０１、６０１）を含み、前記押圧タブは、前記フラップ
（２００、４００、６００）の閉鎖状態で前記丸め第２縁部（１０３、５０３）の上方に
延び、ここから、前記ベースプレート（１００、５００）の前記ベース面（１０１、５０
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１）がある平面に向かって角度をなしている、ことを特徴とする請求項６に記載の歯列矯
正ブラケット用キット。
【請求項８】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、横ウィング（２０６、６０６）が前記平らなル
ーフ領域（２０１、６０１）に一体に形成されている、ことを特徴とする請求項７に記載
の歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項９】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、直角を囲む二つのワイヤアーチガイド面（２５
２）が前記挿入部品（２５０、２６０、７５０、７６０）に形成されている、ことを特徴
とする請求項１に記載の歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項１０】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記挿入部品（２５０、２６０）は、挿入状態
で前記第１縁部（１０２）と係合する少なくとも一つの保持連続部（２５４、２６４）を
含む、ことを特徴とする請求項９に記載の歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項１１】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記挿入部品（２５０、２６０、７５０、７６
０）はプラスチック製である、ことを特徴とする請求項１に記載の歯列矯正ブラケット用
キット。
【請求項１２】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記フラップ（４００、６００）は、ばね又は
渦巻きばねとして設計されており、前記挿入部品（２５０、２６０、７５０、７６０）及
びその中に案内される前記ワイヤアーチ（３０１－３０３）に被せて係合する、ことを特
徴とする請求項１に記載の歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項１３】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記ベースプレート（１００）の長さ及び幅は
２．５ｍｍよりも小さく、その高さは１ｍｍよりも小さい、ことを特徴とする請求項１に
記載の歯列矯正ブラケット用キット。
【請求項１４】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、前記ベースプレート（１００、５００）並びに
前記フラップ（２００、４００、６００）は、コバルト－クロム－ニッケル合金のシート
金属から製造されている、ことを特徴とする請求項１に記載の歯列矯正ブラケット用キッ
ト。
【請求項１５】
　歯列矯正ブラケット用キットにおいて、更に、前記ヒンジベアリング（１０５、５０５
）、前記ベースプレート（１００、５００）の上側、及び前記ベースプレート（１００、
５００）の前記第２縁部（１０３、５０３）の湾曲領域（１０６、５０６）の内側をシー
ルするプロテクター、並びにセメントを付けた前記ベースプレートを保持し、歯に正確に
位置決めするために機能するアプリケータの選択を含む、ことを特徴とする請求項１に記
載の歯列矯正ブラケット用キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯列矯正ブラケット用キットに関する。前記キットは、少なくとも一つのベ
ースプレート及びベースプレート上で枢動自在のフラップを含む。これにより、ブラケッ
トに直接的に又は間接的に通したワイヤアーチを固定できる。
【背景技術】
【０００２】
　様々な種類の歯列矯正ブラケットが市販されている。今日、これらのブラケットは、金
属、セラミック、及びプラスチックで製造されている。これらの材料は全て、ワイヤアー
チを通す比較的厚いベースプレートを必要とし、ベースプレートは、いわゆるスロットを
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形成する横壁を有する。プラスチックを除き、これらの材料は、所定の脆性を有し、ベー
スプレートが薄すぎるとブラケットの強度に深刻な悪影響を与える。プラスチックから製
造した場合、材料の脆性はほとんど問題とならないが、その弾性が問題となる。この弾性
により、ブラケットは非常に急速に変形し、これによりワイヤアーチがスロットに不正確
に案内されることとなり、スロットでのこのワイヤアーチの移動を実際上完全にブロック
してしまう。
【０００３】
　これらの問題点により、今日でも、歯列矯正ブラケットの構造的高さは比較的大きく、
特定的には、少なくとも１．５ｍｍの高さである。
【０００４】
　更に、表面仕上げを施したブラケット延長部、又はワイヤのガイドの高さをできるだけ
小さく設計するのが望ましい。これは、特に前下領域でいえる。この領域では、歯のセッ
トに応じて、歯の大きさが非常に小さい。多くの市販のブラケットは、長さが約３ｍｍの
スロットを有する。ここにおいても、ブラケットの設計に関して大きさを低減することが
実際上、不可能である。しかしながら、これにより、二つの隣接したブラケット間の空間
が小さくなってしまう。しかしながら、この距離が小さすぎると、適当な補正移動を行う
ことができるようにするために、実際のところ、ワイヤアーチは僅かしか変形できないこ
とになる。
【０００５】
　これまで公知の歯列矯正ブラケットの別の問題点は、選択された材料に関わらず、対応
するヒンジ枢軸を持つヒンジにより、ワイヤアーチを固定するフラップを実現しなければ
ならないということである。これは、一つの簡単な製造方法では実現できず、ブラケット
が小型であるため、多くの労力を必要とする対応する組み立てを必要とする。更に、治療
者は、ブラケットの数が少ない場合にしかフラップを交換できない。
【０００６】
　歯列矯正ブラケットが小さければ小さい程、自己結紮機構（self-ligating-mechanics
）が複雑になり、過剰セメント（接着剤）の危険が大きくなり、これらを機能的に使用不
能にしてしまう。ブラケットが小さければ小さい程、歯の問題ゾーンを良好に使用できる
ため、位置決めに関して有利である。従って、小型であるためにブラケットを最適に配置
できるが、このことは、より要求が多くなる正確なアライメントを犠牲にして、エラーの
発生が頻繁になり、そのため、治療終了時に微調節を行うのに遥かに大きな労力を必要と
する。
【０００７】
　本発明者は、ＥＰ１　４８２　８５７において、ブラケット上への接着剤の塗布、及び
歯でのブラケットの位置決めを簡単にする、既に開示された適当な手段を開示している。
これにより、プロテクターがこの文献に既に提案されており、このプロテクターは、配置
されるべき及び接着剤を設けられるべきブラケットを挿入できる。同じ及び対向する中空
形状を有する。この文献には、更に、ブラケットに非積極的に且つ可能に保持されるアプ
リケータが既に提案されている。このアプリケータは、歯でのアライメント及び接着剤又
はセメントの硬化後に再び取り外すことができる。本発明による特に平らなブラケットは
、それ自体公知のこれらの手段を用いて簡単に取り扱うことができる。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明の目的は、ここで、フラップを枢着できるベースプレートを含み、ブラケットに
直接的に又は間接的に通したワイヤアーチを固定でき、特に小型で構造高さが極めて小さ
く、歯への力の伝達について多くの適合が可能であり、様々なワイヤアーチに適用できる
、歯列矯正ブラケット用キットを実現することである。
【０００９】
　この目的は、自己結紮式ブラケットを含む、請求項１に記載のキットによって達成され
る。これによって、特に、コバルト－クロム合金のシート金属が考えられる。
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【００１０】
　新たな解決策は、歯に結合されるべきベースプレートを含むキットとして説明される。
ベースプレートには、咬合に差し向けられたベースプレートの側部にヒンジベアリングが
形成され、このヒンジベアリングにフラップが交換可能なばねとして枢着され、ヒンジを
形成する。前記フラップは、閉鎖時に、挿入部品の実施例におけるワイヤアーチを、互い
に垂直に延びる二つの表面に押し込む。この交換可能挿入部品によって、従来のエッジワ
イズ（端に沿った）スロットを二つの垂直な平面にし、様々なスロット寸法の通常のブラ
ケットを、ワイヤアーチを挿入部品の垂直な平面に押し付ける自由に選択できるフラップ
に代える。システムは、第１に及び主に、フラップから生じる力に基づき、スロットでの
ワイヤアーチの積極的嵌着に基づかない。力を制御するための重要なエレメントはフラッ
プであり、これは、好ましくは、渦巻きばねとして設計される。
【００１１】
　本発明による、ブラケットベース及びブラケットフラップとして最も小型であると同時
に最も安定した構成要素についての調査により、打ち抜き及び曲げの組み合わせ技術がも
たらされた。見出されたこの解決策は、歯列矯正ワイヤアーチを歯の表面に対して約０．
３５ｍｍにし、小型の実施例では０．１５ｍｍとなる。従って、ワイヤアーチは、従来の
最も小型のブラケットよりも、夫々、歯に０．２５ｍｍ乃至０．４５ｍｍ近付く。ワイヤ
の高さ及びこの咀嚼側の輪郭は、最大で１．３ｍｍであり、小型の実施例では、全体で０
．６５ｍｍに過ぎない。従来の最も小型のブラケットは、ゴム製のＯ－リングを必要とし
、比較すると少なくとも１．７ｍｍとなっていた。
【００１２】
　歯科の用途に適しているばかりでなく、その優れた特徴及び特性により、長期に亘る埋
め込みが認められたファイノックス（（ｐｈｙｎｏｘ）は、登録商標である）即ちコバル
ト－クロム－ニッケル合金は、本発明のキットのブラケットの最適化に寄与する。詳細に
は、この合金は、ロール状のシートとして極めて加工性に優れており、これにより、切断
、打ち抜き、及び変形が容易であり、５３０℃及び３時間の熱処理で、変形を伴わずに、
硬度が最も高い鋼に勝る強度及びばね剛性の材料に変換できる。本発明による、ブラケッ
ト及び挿入部品を含むキットの機能を以下に説明する。フラップとして設計されたばねが
歯列矯正ワイヤアーチを押圧する互いに垂直な二つの平面が、押圧し、溝やスロットの代
りに、エッジワイズ即ちチップエッジブラケットと同様の役割を果たす。力が大きければ
大きい程、ワイヤアーチの経路に対して横方向へのトルクの伝達が大きくなる。しかしな
がら、トルクは、ワイヤアーチの経路に沿っても伝達され、歯の回転位置に関して伝達さ
れる。ワイヤアーチの経路に沿ったトルクは、トルク及びワイヤアーチの経路に対して垂
直な平面と関連したインクリネーションとは対照的に、歯列矯正に関し、アライメント又
はアンギュレーションと呼ばれる。
【００１３】
　本発明によるキット及び交換可能挿入部品により、スロットでのワイヤアーチの一般的
なジャミングの効果をなくす。これは、剛性スロットが、互いに垂直方向に延びる二つの
接触面によってしか形成されておらず、これを弾性ばねの形態の選択可能な適当なフラッ
プに代えるためである。歯をワイヤアーチに対しできるだけ垂直に移動しようとするには
大きな力を必要とし、その結果、ワイヤアーチの対応する寸法が必要となる。ワイヤアー
チとスロットとの間の適合が、大きさとともに増大し、その結果、クランプ効果即ちジャ
ミング効果が得られる。これは、特に、角ワイヤアーチが、咀嚼及び適用時間の作用によ
り加わる損傷及び形状変化を起こし難いためである。従って、以前のブラケットのフラッ
プは、主として、スロットでのワイヤアーチの位置決めを固定するのに役立つが、歯の移
動時に及ぼされる力に関して重要な意味をもっておらず、これに対し、本発明による解決
策はワイヤアーチに新たな移動の自由を与え、クランプやジャミングをなくし、フラップ
が力調節効果を実行するということができる。
【００１４】
　ベース平面の第１縁部が、１８０°より大きく及び３６０°より小さい角度で丸められ
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てヒンジベアリングにされる領域を形成する場合、特に有利である。ベアリング枢軸とし
て作用するフラップの丸め縁部をこの領域に導入でき、両部品を互いに相対的に枢動する
ことによって組み立ててヒンジにできる。これによって、別体の枢軸をなくすことができ
る。
【００１５】
　別の好ましい実施例は、第１縁部とは反対側にあり、１８０°で丸められ、ワイヤアー
チを直接的に又は間接的に案内するのに役立つ第２縁部を考えている。ワイヤアーチが円
形形状の断面を有する場合には、これは、１８０°で丸めたこの縁部にワイヤアーチを直
接的に挿入できる。次いで、フラップを枢動して閉鎖状態にすると、フラップがワイヤア
ーチを拘束（係止）する。このため、フラップ並びにベースプレートの第２縁部は、好ま
しくは、フラップの閉鎖時に互いに係合する積極嵌着手段を含む。本発明によるキットは
、第２縁部に積極的に又は非積極的に保持される矩形断面のワイヤアーチの取り付け及び
案内に役立つ挿入部品を考えている。
【００１６】
　これらの実施例のこの他の利点は、特許請求の範囲から推測されるべきであり、これら
の重要製及び作動方法を、添付図面を参照して以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明による自己結紮式ブラケットのベースプレートの斜視図である。
【図２】図２は、図１のベースプレートの側面図である。
【図３】図３は、図１のベースプレートの平面図である。
【図４】図４は、図１、図２、及び図３によるベースプレートと適合するフラップを示す
斜視図である。
【図５】図５は、図４に示すフラップの側面図である。
【図６】図６は、図４に示すフラップの平面図である。
【図７】図７は、図１、図２、及び図３によるベースプレート及び図４、図５、及び図６
によるフラップを組み立てて完成したブラケットの様々な視点での図である。
【図８】図８は、図１、図２、及び図３によるベースプレート及び図４、図５、及び図６
によるフラップを組み立てて完成したブラケットの様々な視点での図である。
【図９】図９は、図１、図２、及び図３によるベースプレート及び図４、図５、及び図６
によるフラップを組み立てて完成したブラケットの様々な視点での図である。
【図１０】図１０は、図１、図２、及び図３によるベースプレート及び図４、図５、及び
図６によるフラップを組み立てて完成したブラケットの様々な視点での図である。
【図１１】図１１は、図１、図２、及び図３によるベースプレート及び図４、図５、及び
図６によるフラップを組み立てて完成したブラケットの様々な視点での図である。
【図１２】図１２は、図１、図２、及び図３によるベースプレート及び図４、図５、及び
図６によるフラップを組み立てて完成したブラケットの様々な視点での図である。
【図１３】図１３は、第１挿入部品自体の様々な図である。
【図１４】図１４は、第１挿入部品自体の様々な図である。
【図１５】図１５は、第１挿入部品自体の様々な図である。
【図１６】図１６は、本発明によるブラケットに挿入した挿入部品の図である。
【図１７】図１７は、本発明によるブラケットに挿入した挿入部品の図である。
【図１８】図１８は、第２挿入部品の様々な視点での図である。
【図１９】図１９は、第２挿入部品の様々な視点での図である。
【図２０】図２０は、第２挿入部品の様々な視点での図である。
【図２１】図２１は、ブラケットに挿入したこの挿入部品の図である。
【図２２】図２２は、ブラケットに挿入したこの挿入部品の図である。
【図２３】図２３は、図１、図２、及び図３によるベースプレート自身と組み合わせるた
めのフラップの第２の好ましい実施例を示す図である。
【図２４】図２４は、図１、図２、及び図３によるベースプレート自身と組み合わせるた
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めのフラップの第２の好ましい実施例を示す図である。
【図２５】図２５は、図１、図２、及び図３によるベースプレート自身と組み合わせるた
めのフラップの第２の好ましい実施例を示す図である。
【図２６】図２６は、ベースプレートに組み立て、挿入部品と組み合わせた、閉鎖状態及
び開放状態の図である。
【図２７】図２７は、ベースプレートに組み立て、挿入部品と組み合わせた、閉鎖状態及
び開放状態の図である。
【図２８】図２８は、ベースプレートに組み立て、挿入部品と組み合わせた、閉鎖状態及
び開放状態の図である。
【図２９】図２９は、ベースプレートの第２実施例を示す様々な視点での図である。
【図３０】図３０は、ベースプレートの第２実施例を示す様々な視点での図である。
【図３１】図３１は、ベースプレートの第２実施例を示す様々な視点での図である。
【図３２】図３２は、第２実施例のベースプレートと適合するフラップの様々な視点での
図である。
【図３３】図３３は、第２実施例のベースプレートと適合するフラップの様々な視点での
図である。
【図３４】図３４は、第２実施例のベースプレートと適合するフラップの様々な視点での
図である。
【図３５】図３５は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートを図３２、図３
３、及び図３４のフラップと組み合わせた、挿入されたワイヤアーチを伴う及び伴わない
、開放及び閉鎖状態の図である。
【図３６】図３６は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートを図３２、図３
３、及び図３４のフラップと組み合わせた、挿入されたワイヤアーチを伴う及び伴わない
、開放及び閉鎖状態の図である。
【図３７】図３７は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートを図３２、図３
３、及び図３４のフラップと組み合わせた、挿入されたワイヤアーチを伴う及び伴わない
、開放及び閉鎖状態の図である。
【図３８】図３８は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートを図３２図３３
、及び図３４のフラップと組み合わせた、挿入されたワイヤアーチを伴う及び伴わない、
開放及び閉鎖状態の側面図である。
【図３９】図３９は、フラップの別の実施例を示す斜視図である。
【図４０】図４０は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートと組み合わせた
フラップの図である。
【図４１】図４１は、所定の破壊位置で連結された、図２９、図３０、及び図３１による
ベースプレート用の幾つかの挿入部品を示す図である。
【図４２】図４２は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートに適用した挿入
部品を示す図であって、所望のトルク角度に応じてワイヤアーチ用の接触面のインクリネ
ーション角度が異なる、図４２～４４の挿入部品の図である。
【図４３】図４３は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートに適用した挿入
部品を示す図であって、所望のトルク角度に応じてワイヤアーチ用の接触面のインクリネ
ーション角度が異なる、図４２～４４の挿入部品の図である。
【図４４】図４４は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートに適用した挿入
部品を示す図であって、所望のトルク角度に応じてワイヤアーチ用の接触面のインクリネ
ーション角度が異なる、図４２～４４の挿入部品の図である。
【図４５】図４５は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートに適用した挿入
部品を示す図であって、所望のトルク角度に応じてワイヤアーチ用の接触面のインクリネ
ーション角度が異なる、図４２～４４の挿入部品の図である。
【図４６】図４６は、図２９、図３０、及び図３１によるベースプレートに適用した挿入
部品を示す図であって、所望のトルク角度に応じてワイヤアーチ用の接触面のインクリネ
ーション角度が異なる、図４２～４４の挿入部品の図である。



(8) JP 2017-507760 A 2017.3.23

10

20

30

40

50

【図４７】図４７は、ベースプレートに挿入したトルク判定エレメントの図である。
【図４８】図４８は、ベースプレートに挿入したトルク判定エレメントの図である。
【図４９】図４９は、最後にプロテクターを備えたベースプレートを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の概念及び本発明に従った概念は、全体として、シート金属から自己結索式ブラ
ケットを形成する又は賦形することにある。これによって、特に、防錆性のばね用ステン
レス鋼又はコバルト－クロム－ニッケル合金が使用される。これは、詳細には、クロム、
コバルト、ニッケル、モリブデン、又はバナジウムを含む。耐蝕性で耐酸性のシート金属
が特に適している。好ましくは、厚さが０．１ｍｍ乃至０．４ｍｍ、更に詳細には０．２
ｍｍ乃至０．３ｍｍの厚さのシート金属が適用される。
【００１９】
　二つのブラケット部品、特にベースプレート１００及びフラップ２００を、打ち抜き工
具及び折り曲げ工具によって高いサイクル速度で製造できる。完成した仕上げ部品は、有
利には、バレル磨き法でバリ取り又は隅部の丸み付けが行われる。機械加工性が非常に優
れており、次いで非常に高い硬度に調質(tempering)される冷間圧延した軟質のコバルト
－クロムシート金属が使用される。これは、本発明に適用したシート金属の強度を、その
厚さに関わらず、十分にするためである。コバルト－クロム－ニッケル合金製のこのよう
なシート金属は、例えばマッシー(Matthey)ＳＡ社から入手可能なファイノックス（Ｐｙ
ｎｏｘ）の商標で市場で公知である。
【００２０】
　ブラケットの製造でシート金属を使用することにより、これまで知られておらず、行う
ことができると考えられてこなかった多くの様々な実施例が可能となる。本明細書中、様
々な実施例の例を詳細に提示し、以下に詳細に説明する。
【００２１】
　図１、図２、及び図３は、第１実施例のベースプレート１００を示す。このベースプレ
ート１００は、既に特定されたように、耐蝕性シート金属、特にコバルト－クロム－ニッ
ケル合金製のシート金属でできている。ベースプレート１００はベース面１０１を有する
。このベース面１０１は、咬合平面に対して垂直方向に延びる二つの縁部１１０によって
横方向が区切られている。本明細書中、これらの縁部を咬合縁部と呼ぶ。咬合縁部１１０
に対して垂直な第１縁部には参照番号１０２が付してあり、咬合縁部１１０に対して垂直
な第２縁部には参照番号１０３が付してある。打ち抜き後、これらの二つの縁部を丸める
。これは、図２の側面図で最も明瞭にわかる。第１縁部１０２の丸め領域には参照番号１
０４が付してあるのに対し、第２縁部１０３の丸めた領域には参照番号１０６が付してあ
る。第１丸め領域１０４は、１８０°より大きく及び３６０°より小さい角度で丸めてあ
る。更に好ましくは、本明細書中に提示されているように、丸め角度は、２４０°乃至３
００°である。特に、この丸め角度は、図示のように２７０°である。第１縁部のこの丸
め領域１０４は、ここには図示してないフラップ２００用のヒンジベアリング１０５を形
成する。
【００２２】
　第２縁部１０３の丸め領域１０６は、第１縁部１０２の第１丸め領域１０４の真反対に
ある。ここで、丸め角度は、少なくとも約１８０°である。丸めは、第２縁部１０３で直
接開始されるのではなく、僅かに内方にずらして開始される。その結果、水平端部領域１
０７が形成される。この準水平端部領域１０７は、ベース面１０１とほぼ平行に延びる。
このいわゆる水平端部領域１０７を、ベース面１０１に向かって数°、例えば１°乃至５
°傾斜しているように設計するのが有利である。その理由は、この第２丸め領域１０６が
、ここまでには記載されていない円形の断面のワイヤアーチ３００を案内し、又は挿入部
品を保持するのに役立つためである。この準水平端部領域１０７がベース面１０１に対し
て僅かに傾斜している場合には、円形断面のワイヤアーチ３００を、丸め領域１０２の僅
かな弾性変形の中に、押し込むことができ、ワイヤアーチが十分に案内される。これがな
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いと、ワイヤアーチ３００は、まだ説明していないフラップ２００によってその位置に固
定される前に外れてしまう。
【００２３】
　更に、第１縁部の丸め領域１０４は、中央部を打ち抜いた枢動凹所１０８を有する。第
２縁部１０３の丸め領域１０６は、同様に、余り深くない中央凹所を有する。これは、係
止凹所１０９として示してある。これらの２つの凹所の重要性を、組み立てたブラケット
に関して以下に更に詳細に説明する。
【００２４】
　フラップ２００を、それに応じた各場合において、図４、図５、及び図６に各々異なる
視点で示す。図４は、フラップ２００を斜視図で示す。フラップは、平らなルーフ領域２
０１を有し、このルーフ領域２０１は、ネック２０２を介して丸め領域２０４に連結され
ている。この丸め領域２０４は、ヒンジ枢軸２０５を形成する。平らなルーフ領域２０１
のヒンジ枢軸２０５とは反対側の領域は僅かに下方に角度をなしており、押圧タブ２０３
を形成する。この押圧タブ２０３は、ここでは、端部が半円形に設計されている。横ウィ
ング２０６が 、各場合において、平らなルーフ領域２０１の横に、両側と一体に形成さ
れている 。押圧タブ２０３の方向に差し向けられた側縁部の二つのウィング２０６は、
積極嵌着手段２０７を有する。これらの積極嵌着手段２０７は、ここでは、拘束突部２０
８の形態で設計されている。丸みのある縁部領域２０９が、拘束突部２０８の先端から夫
々のウィング２０６の下端まで延びている。この丸みのある縁部領域２０９は、少なくと
も、挿入されるべきワイヤアーチ３００の半径とほぼ対応する半径を有する。これは下文
で再び言及する。
【００２５】
　ベースプレート１００及びフラップ２００を含む完成したブラケットを、図７、図８、
及び図９に組み立てた開放状態で示す。説明のため、ワイヤアーチの断面は、説明のため
、単に象徴的に示される。完全なワイヤアーチは、勿論、非常に長い。ワイヤアーチ３０
０自体はブラケットの部品ではないが、市販の適当な製品をこれに使用できる。これらの
ワイヤアーチは、その寸法に関し、インチ単位で特定される。これらのワイヤアーチ即ち
これらのアーチは、鋼又はいわゆる記憶効果を持つニッケルチタニウムのいずれかででき
ている。円形断面のこれらのワイヤアーチは一般的には使用されていないが、市販されて
いる。この理由により、挿入体又ははめ込み部品は、ここには説明していない矩形断面の
ワイヤアーチとして適用される。
【００２６】
　ベースプレート１００及びフラップ２００を含むブラケットを組み立てるため、フラッ
プ２００を、フラップ２００のネック２０２が第１縁部１０２の丸め領域１０４の枢動凹
所１０８に入るように、ベースプレート１００に対して９０°以上枢動させる。これで、
フラップ２００を閉鎖方向に枢動することによって、フラップ２００の丸め領域２０４が
第１縁部１０２の丸め領域１０４に転入する。第１縁部１０２の丸め領域１０４の内径に
対する半径は、好ましくは、フラップ２００の丸め領域２０４の外径よりも僅かに小さい
ように設計されている。互いに接合するとき、第１縁部１０２の丸め領域１０４は、これ
で僅かに拡がり、フラップ２００の丸め領域２０４は互いに僅かに押圧される。これによ
り、フラップ２００は各開放中間位置にとどまり、治療を行う歯列矯正医は、ワイヤアー
チ３００をベースプレート１００の丸め領域１０６内に又は挿入部品内に挿入するための
アクセスが自由になる。特に図７による横方向から見た図から、第１縁部１０２の丸め領
域１０４がどのようにヒンジベアリング１０５になり、及びフラップ２００の丸め領域２
０４がこれでヒンジ枢軸２０５として作用するのかがわかる。
【００２７】
　次に、図７、図８、及び図９に示されたように、二つの図１０、図１１、及び図１２に
ブラケットを閉鎖状態で示す。これによって、図１０は、ブラケットの斜視図を示し、図
１１は側面図を示し、図１２は平面図を示す。閉鎖位置では、押圧タブ２０３は、第２縁
部１０３の丸め領域１０６に被さって係合する。これによって、押圧タブ２０３は係止凹
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所１０９の領域に入る。これにより、完成したブラケットは極めて平らな状態を保持し、
フラップ２００に作用するトルクは、拘束凹所１０９に吸収される。これは、横ウィング
２０６によって更に強化される。これによって、拘束突部２０８は、水平端部領域１０７
である第２縁部１０３の第２丸め領域１０６の自由端の下で係合する。これにより、フラ
ップ２００は、ベースプレート１００に対し、この位置に係止され、即ち拘束される。か
くして、積極嵌着手段２０７は、ベースプレート１００の第２縁部１０３と積極的嵌着部
を形成する。ブラケットの閉鎖状態では、丸みのある縁部１０９は、係止突部２０８の後
に下にきて、ワイヤアーチ３００に当接する。ワイヤアーチ３００は、次に、同様に所望
の位置に固定される。
【００２８】
　次に、矩形又は正方形断面のワイヤアーチを取り付け、案内するのに役立つ挿入部品２
５０の第１実施例が、図１３、図１４、及び図１５の様々な視点で自身に応じて示してあ
る。挿入部品のこの第１実施例の全体に参照番号２５０が付してある。これは、更に、連
続部２５１を含む。この連続部２５１は、形状に関し、連続部２５１がブラケットベース
プレート１００の第２縁部１０３の湾曲領域に積極的に及び／又は非積極的に嵌着するよ
うに設計されている。ブラケットベースプレートのこの実施例は、ベースプレート１００
の高さが特に低い小型の実施例と対応する。連続部２５１は、中央部分２５２に一部品を
なして一体成形されている。この中央部分２５２には、互いに９０°の角度をなした二つ
のガイド面２５３が形成されている。この角柱型ガイドは、ブラケットベースプレート１
００に設置された状態で、ガイド面２５３が、このブラケットベースプレートのベース面
１０１に対して４５°の角度を囲うように設計されている。ベースプレート１００の第１
縁部１０２を受け入れるのに役立つ保持連続部２５４が、連続部２５１とは反対側に一体
に形成されている。明らかなように、連続部２５１は、連続部を肉厚にする中央ビードを
含む。中央ビードは、挿入部品２５０をベースプレート１００に設置した状態で、第２縁
部１０３の湾曲領域１０６の拘束凹所１０９内に係合する。挿入部品２５０は、これによ
って、横方向に変位しないように固定されている。挿入部品は、同様に、一方では、連続
部２５１が第１縁部１０２の湾曲領域１０４と積極的に係合することによって、他方では
第２縁部１０３を保持連続部２５１に押し付けることによって、横方向変位に関して垂直
方向に保持される。挿入部品２５０は、これによって、全ての方向が固定される態様にて
、ベースプレート１０１に保持される。
【００２９】
　この状況は、図１６及び図１７から明らかである。
【００３０】
　次に、挿入部品の第２実施例が、図１８、図１９、及び図２０に示してある。この第２
実施例に参照番号２６０が付してある。この実施例は、更に、第２縁部１０３の湾曲領域
に積極的に及び／又は非積極的に嵌着する、連続部２６１を有し、この実施例も、中央部
分２６２の反対側に、設置状態で第１縁部１０２と相互作用する保持連続部２６４を有し
ている。この実施例においても、二つのガイド面２６３が互いに対して９０°の角度をな
して設けられている。しかしながら、一方のガイド面は、設置状態で、ベースプレート１
００のベース面１０１に対して約２０°の傾斜を有するのに対し、他方のガイド面は、従
って、ベース面１０１に対して７０°の傾斜を有する。かくして、ベースプレート１００
での挿入部品２６０の保持は、同様の態様で維持される。これは、図２１及び図２２から
明らかである。
【００３１】
　図２３、図２４、及び図２５は、フラップの変形例の形態を示す。このフラップには、
参照番号４００が付してある。フラップ２００の第１実施例が比較的剛性であるのに対し
、このフラップは、これとは対照的に、ばねとして設計されている。このフラップ４００
は、更に、ヒンジ枢軸４０５として機能する半径が小さい第１丸め領域４０４と、アーチ
状ルーフ領域４０１とを有する。このルーフ領域４０１は、ここでは、波形をなして設計
されている。ほぼ巻き貝状（螺旋状）をなして丸めた、渦巻きばねとして示された領域４
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０３は、押圧タブ又は保持タブとして機能する。渦巻きばね４０３は、同様に、積極嵌着
手段を有する。この積極嵌着手段は、対応する適合した丸め領域１０６におけるベースプ
レートに被さって係合するように機能し、そのアーチ状ルーフ領域４０１によって、矩形
断面のワイヤアーチ３０３を所望の位置に押し込むために機能する。
【００３２】
　図２６、図２７、及び図２８は、矩形断面のワイヤアーチ３０３を案内するため、挿入
部品２５０を設けたベースプレート１００の適用を示す。渦巻きばね４０３は、図１３乃
至図２２に示すように、この挿入部品２５０上に係合される。これによって、渦巻きばね
の凹所４０６ａにより、ベースプレート１００の第２縁部１０３の湾曲領域１０６を横ガ
イド領域４０６ｂによって囲むことができる。渦巻きばね４０３の積極嵌着凹所４０７に
より、端部ピース１０７を渦巻きばね４０３に積極的に係合できる。これによって、積極
嵌着凹所４０７の縁部は、拘束突部４０８として作用する。
【００３３】
　渦巻きばねをなしたフラップのこの実施例でも、ルーフ領域４０１とヒンジ枢軸４０５
として機能する丸め領域４０４との間にネック４０２が設けられている。ここでは、渦巻
きばねは、更に、横断ストラット４０９をなした少なくとも一つのビードを含む。これは
ヒンジ枢軸４０５と平行に延び、渦巻きばねと一体に形成されている。
【００３４】
　次に、歯列矯正ブラケットを形成するためのベースプレートの第２実施例を、図２９、
図３０、及び図３１に示す。ベースプレートのこの第２実施例に参照番号５００が付して
ある。このベースプレート５００もまた、ベース面５０１を有する。ベースプレート５０
０の第１縁部５０２は、湾曲領域５０４を有する。この湾曲領域５０４は、ヒンジベアリ
ング５０５を形成する。第１縁部５０２の反対側には第２縁部５０３が設けられている。
ベースプレート５００のベース面５０１は、互いに反対側に設けられた二つの湾入部５１
１によって区切られている。これらの湾入部５１１は、互いに向き合った、ベースプレー
トのベース面５０１に対して垂直に上方に平行に曲げた二つの側縁部分５０６の境界を形
成する。ベース面５０１は、更に、これらの二つの湾曲側縁部分５０６間を第２縁部５０
３まで延びている。湾曲側縁部分５０６は、咬合平面と整列した縁部５０７を有する。
【００３５】
　第１縁部５０２の湾曲領域５０４もまた枢動凹所５０８を有する。この枢動凹所５０８
は、フラップを導入するための拡幅部分５０８ａを有する。枢動凹所５０８ａは、狭幅部
分５０８ｂ内に向けたテーパ状となっている。狭幅部分５０８ｂは、フラップを固定し、
フラップを開放位置で固定するように機能する。
【００３６】
　拘束凹所５０９は、咬合平面と整列した縁部５０７と向き合って湾曲側縁部分５０６に
凹所をなしている。これらの拘束凹所は、フラップ５００を閉鎖状態で固定するために機
能する。側縁部分５０６は、快適に装着するのに役立つ丸みのある上縁部５１０を有する
。上に曲げた側縁部分５０６を区切るのに役立つ側縁部における湾入部５１１の形状は、
図３１で最も明瞭にわかる。公知のように、歯の表面は平らではなく、従って、ベースプ
レート５０１のベース面は、第１湾曲部５１２及び第２湾曲部５１３を有し、これらの湾
曲部は、両方とも、歯の構造に適合するのに役立つ。しかしながら、これは、絶対に必要
なことではない。というのは、歯の表面の凹凸は、ベースプレート５００が小型であるた
めセメント９００によって埋めることができるためである。歯に組み立てた状態での領域
５１５は、垂直に、即ち縁部５０７に対して垂直方向に延びる。図３５乃至図３８を参照
して説明するフラップ用保護ガイド経路が二つの湾曲側縁部分５０６間を延びている。
【００３７】
　フラップの第２実施例を図３２、図３３、及び図３４に示す。このフラップの全体に参
照番号６００が付してある。この場合も、ネック６０２が連結された平らなルーフ領域６
０１を有する。ネックには、曲げ半径が小さい湾曲部分６０４が続く。この湾曲部分６０
４の中心がヒンジ枢軸６０５を形成する。これは、本体には存在しない。二つの横ウィン
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グ６０６がルーフ領域６０１に一体に形成されている。図３２、図３３、及び図３４によ
る実施例では、これらの横ウィング６０６は、平らなルーフ領域６０１からベースプレー
ト５００の方向に曲げてある。一つの変形例では、図３９及び図４４０に示すように、こ
れらの横ウィングは上方に大きく曲げてあり、かくして、必要であれば、特に結紮糸、又
はゴムチェーン、又は弾性体の取り付けのために機能する。これらの特殊形状の横ウィン
グに参照番号６０６ｂが付してある。
【００３８】
　渦巻きばね６０３の一部である押圧タブが、ネック６０２とは反対側の平らなルーフ領
域６０１に連結するように形成されており、そのような形状をしている。この渦巻きばね
は、積極嵌着手段６０７として横方向に突出した拘束突部６０８を有する。これらの拘束
突部６０８は、フラップ６００が閉鎖状態にあるとき、ベースプレート５００の側縁部分
５０６に係合する。過負荷に対して固定するためのビードが追加的に設けられていてもよ
い。このビードには参照番号６０９が付してある。フラップ６００の開放を補助するボア
６１０が、渦巻きばねとして設計された押圧タブ６０３に凹設されている。
【００３９】
　次に、図３２、図３３、及び図３４によるフラップ６００を、図２９、図３０、及び図
３１によるベースプレート５００と組み立てた閉鎖状態で、ワイヤアーチを省略して、図
３６、図３７、及び図３８に示す。ここで、図３７及び図３８で正方形アーチ３１を適用
するが、フラップ６０５は未だ開放状態で示してある。ここで、挿入部品の補助なしで正
しい断面のワイヤアーチが使用される。これによって、ワイヤアーチの一方の縁部がベー
ス面５０１に直接載るが、ワイヤアーチの他の側縁部は、縁部５０７に当接する。ブラケ
ットのこの実施例でも、ベースプレートは、多くの場合、本明細書中で参照番号７５０を
付した様々な形状の挿入部品と組み合わせて適用される。図４１は、幾つかのこのような
挿入部品をロッド状に製造でき、所定の破壊位置を介して互いに分離可能に連結される方
法を示す。挿入部品７５０は、次いで、二つの湾曲側縁部分間にくる連続部を含む。しか
しながら、これらは、更に、これらの湾曲側縁部分５０６の縁部５０７にも当接する。こ
れによって、二つの平行な側縁部分間に積極的に又は非積極的に保持されるように連続部
を設計する。この場合も、これらの挿入部品は、ベース面に対するガイド面の傾きが異な
っていてもよく、従って、一つの挿入部品に参照番号７５０が付してあるが、図４５及び
図４６でわかるように、ベース面に対する傾きが異なる第２挿入部品に参照番号７６０が
付してある。図４３－４６による実施例では横ウィング６０６が完全になくしてある。こ
れは、これらが全く必要でないためである。
【００４０】
　最後に、二つの図４７及び４８は、トルクを推定するためのゲージを示す。このゲージ
と組み合わせることにより、挿入部品２５０、２６０、７５０を、これらの挿入部品の各
々が６．６°の角度だけ異なるように等級付ける。今日一般的な舌側２Ｄブラケットシス
テムと同様に、本発明による、参照番号１００を付したベースプレートは、傾斜に対して
向けられることはなく、咬合平面、アンギュレーションおよび回転に関する高さのみに対
して向けられる。真っ先に、これによって最小構造輪郭を達成しようとする。本発明によ
るブラケットは、更に、個々の歯を正方形ワイヤで正確に追加的に調節できることである
。最小構造高さは、第２縁部１０６の丸め領域の使用により、通常一般的なレベリング工
程中に患者の最大の快適性をもたらすのに役立つ。これは、通常は、丸線ワイヤで開始さ
れる。更に、患者の要求及び希望は、大抵は、多くの場合において、レベリングで満たさ
れる。しかしながら、個々の歯を更に広範囲に亘って調節する必要があり、角線ワイヤが
必要とされる場合には、ゲージは、咬合平面に関するベースプレートのアライメントを本
発明に従って判定するため、トルクを推定するのに役立つ。ゲージをベースプレート内に
クランプでき、これによって、咬合平面に対する関係を、患者について、方向インジケー
タによってゆっくりと推定できる。例えばマーキング３に対して正確に垂直である場合に
は、夫々の挿入エレメントを選択しなければならない。マーキング２又は４に対して垂直
である場合には、大きさに応じて、３よりも遥かに大きいか或いは２又は４よりも確かに
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大きい位置が選択される。凹所８０１は、視認性を改善する。インジケータ８０３が設け
られており、これらのインジケータには、咬合平面に関するアライメントが異なることを
、各場合において２０°の相違で各々特徴付ける特徴部８０２が設けられている。インジ
ケータ８０３には、咬合平面に対して垂直に延びるアーム８０４が一体に形成されている
。最後に、切縁（incisal ridge）用の凹所８０５が設けられている。最後に、図４９は
、ベースプレート１００を示す。ベースプレート１００は、ここでは、セメント９００に
よって歯（図示せず）に保持されている。セメントが丸め領域内に又はベースプレート１
００の上側に入り込まないようにするため、プロテクター９００が取り付けられている。
プロテクター９００は、かくして、結合面に何もない状態でベースプレート１００を積極
的に受け入れる。次いで、取り付け後、アプリケータをプロテクターに被せることができ
る。これにより、歯への位置決めを簡単にする。
【００４１】
　キットの二つの主要な構成要素、特にベースプレート及びフラップは、上述のように、
コバルト－クロム－ニッケル合金のシート金属で製造される。
【００４２】
　挿入部品は、ワイヤアーチの取り付けとは別に、アライナー(aligners)の保持の改善に
も役立つ。ワイヤアーチ並びにアライナーは、歯列矯正補助具である。挿入部品は、ガイ
ド面２５３を使用でき、又はアライナーの保持を改善するため、アライナーの設計に応じ
て同じ形状で及び逆の形状で、アライナーに積極的に連結できる保持縁部に形成できる。
【００４３】
　特にベースプレート、フラップ、及び挿入部品の三つの部品しか含まない本発明による
キットは、多くの様々な歯列矯正ブラケットに代わる。本明細書中で提案したベースプレ
ートの二つの変形例及びフラップの四つの変形例、並びに挿入部品の二つの実施例にも関
わらず、これらにより、高価なブラケットの大量のストックを維持する必要なしに歯列矯
正の実務についての実際上全ての一般的な要求を満たすために十分に様々な種類の組み合
わせを提供できる。これは、本発明では、オペレータが、進行中の場合に特定のブラケッ
トを数個の部品によって形成できるためである。
【符号の説明】
【００４４】
　１００　ブラケットのベースプレート
　　　　　ｂ＝ベースプレートの幅
　　　　　ｈ＝ベースプレートの高さ
　　　　　ｐ＝ベースプレートの輪郭
　２００　フラップ
　２５０　挿入部品
　２６０　挿入部品
　３００　ワイヤアーチ（円形）
　３０１　ワイヤアーチ（矩形）０．４５ｍｍ×０．５５ｍｍ
　３０２　ワイヤアーチ（矩形）０．５５ｍｍ×０．７０ｍｍ
　３０３　ワイヤアーチ（正方形）０．４０ｍｍ×０．４０ｍｍ
　４００　渦巻きばねをなしたフラップ
　５００　変形例の形状のベースプレート
　６００　フラップ
　７５０　挿入部品
　７６０　挿入部品
　８００　トルクを推定するため、ベースプレートと適合するゲージ
　９００　プロテクター
　１０１　ベースプレートのベース面
　１０２　第１縁部
　１０３　第２縁部
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　１０４　第１縁部の湾曲領域
　１０５　ヒンジベアリング
　１０６　第２縁部の湾曲領域
　１０７　湾曲領域１０６の直線状の平行な端部ピース
　１０８　１０４の枢動凹所
　１０９　１０６の拘束凹所
　１１０　側縁部
　１１１　フラップ１ａ用の保護ガイド経路
　２０１　平らなルーフ領域
　２０２　ネック
　２０３　押圧タブ
　２０４　小半径の湾曲領域
　２０５　ヒンジ軸線
　２０６　横ウィング
　２０７　積極嵌着手段
　２０８　拘束突部
　２０９　丸みのある縁部領域
　２５０　案内用挿入部品
　２５１　第２縁部の湾曲領域に係合する連続部
　２５２　中央部分
　２５３　９０°の所定角度のガイド面
　２５４　第１縁部に対する保持連続部
　２６０　変形例の挿入部品
　２６１　第２縁部の湾曲領域内への連続部
　２６２　中央部分
　２６３　９０°の所定角度のガイド面
　２６４　第１縁部に対する保持連続部
　４０１　アーチ状ルーフ領域
　４０２　ネック
　４０３　渦巻きばねとして設計されたフラップ４００の一部としての押圧タブ
　４０４　小半径の丸め領域
　４０５　ヒンジ枢軸
　４０６ａ　凹所
　４０６ｂ　横ガイド領域
　４０７　積極嵌着凹所
　４０８　拘束突部
　４０９　横断ストラット
　５０１　ベースプレートのベース面
　５０２　第１縁部
　５０３　第２縁部
　５０４　第１縁部の湾曲領域
　５０５　ヒンジベアリング
　５０６　湾曲側縁部分
　５０７　咬合平面に差し向けられた縁部
　５０８　枢動凹所
　５０８ａ　フラップ２ａ、２ｂを導入するための広幅部
　５０８ｂ　フラップの固定及びフラップを開放位置に固定するための狭幅部
　５０９　拘束凹所
　５１０　側縁部分の丸みのある上端
　５１１　側縁部の湾入部
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　５１２　ブラケットベースを歯の構造に適合するための第１湾曲部
　５１３　ブラケットベースを歯の構造に適合するための第２湾曲部
　５１４　垂直領域即ち縁部５０７に対して垂直に整合した領域
　５１５　フラップ２ａ及び２ｂ用の保護ガイドチャンネル
　６０１　平らなルーフ領域
　６０２　ネック
　６０３　渦巻きばねをなした押圧タブ
　６０４　小半径の丸め領域
　６０５　ヒンジ軸線
　６０６　特に細いワイヤ用の横ウィング
　６０６ｂ　ゴムチェーン又は弾性体用の横ウィング
　６０７　積極嵌着手段
　６０８　拘束突部
　６０９　過負荷に対して固定するためのビード
　６１０　開放を補助するボア
　７００　弾性体用のフラップ
　７５０　一連の同じトルクエレメント
　８０１　視認性を向上するための凹所
　８０２　銘刻
　８０３　各場合において２０°の所定角度での咬合平面の表示
　８０４　咬合平面に関して垂直を表示するためのアーム
　８０５　切縁用の凹所
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